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6 . 「 自家用電気王作物の検査方法 」
1. 指示計器と測定法
(1) ・ 指示計器の種類

種類 記号 動作原理 用途使用回路

可動コイル形 直流 電圧計永久磁石の磁界とコイルに

電流計流れる電流との間の電磁力
可動鉄片形 コイルの磁界と鉄片に働く電磁力 交流 電圧計

電流計

電流力計形 固定，可動の両コイル間の電磁力 交流 電 力 計 電，

直流 圧 計 電 流，

計

整流形 整流器と可動コイル形計器の組合せ 交流 電圧計

電流計

誘導形 交流磁界とこれによるうず電流との 交流 電力量計

電磁力

熱電形 熱電対と可動コイル形計器の組合 交流 高 周 波 の

せ 直流 電 圧 計 電・

流計

静電形 充電された２電極間の静電吸引力 交流 高 電 圧 用

直流 の電圧計

・計器の姿勢記号 ・計器の許容誤差

水平 鉛直 傾斜 階級 許容誤差＊ 用途

0.2級 ± 0.2％ 福標準器

0.5級 ± 0.5％ 精密測定用

1.0級 ± 1.0％ 大形配電盤用

＊許容誤差は，レンジの 1.5級 ± 1.5％ 工業用

最大目盛りに対する％ 2.5級 ± 2.5％ 一般配電盤用

(2 ) 単 相電力 ・ 力率の測定
負 荷 の 力 率 は ， 電 力 計 ， 電 圧

計 ，電流計の各測定値か ら ，

(3) 三相電力の測定 （二電力計法 ）
電力計Ｗ の読み Ｐ ＝Ｖ Ｉ cos (30°＋θ ) [Ｗ ]１ １

電力計Ｗ の読み Ｐ ＝Ｖ Ｉ cos (30°－θ) [Ｗ ]２ ２

Ｐ ＋ Ｐ ＝ Ｖ Ｉ {cos (30°＋θ)＋ (30°－θ)}１ ２

＝ Ｖ Ｉ cosθ [Ｗ ]

力率＝
電圧計の値[Ｖ]×電流計の値[Ａ]

電力計の値[Ｗ]

・ 力率が 50％以下になる と ， Ｐ の値は cos (30°＋θ)が負 とな り ， 電力計Ｗ の１ １

指針は逆振れする ． この場合はＷ の極性切換ス イ ッチを切 り換え るか ， または１

電圧 コ イルか電流コ イルの接続を逆に し てＷ の指針を正方向に振 らせてその１

値を読む． この場合の三相電力は， Ｐ＝ (－ Ｐ )＋ Ｐ ＝ Ｐ － Ｐ となる ．１ ２ ２ １

(4 ) 電力量の測定
電力量の測定は誘導形電力量計が用いられる ．

電力量計の回転数 Ｎ＝ Ｋ Ｐ ｔ で ， こ の Ｋ を 計器定数 (1 [ kWh ]当 た り の 円板回転

数 [rev ] ) [ r e v/kWh ]と い い ， ｔ 秒間にＮ回転する こ と を ス ト ッ プ ウオ ッチで測定す

れば，負荷の平均電力は次のよ うになる ．

2. 接地抵抗 ・絶縁抵抗の測定
(1) 接地抵抗の測定
測定 す る 接 地 極 と 補 助 接 地 棒 ２ 本 を 一 直 上 に 順

次 10ｍ 以上離 し て打ち込み 、 Ｅ 端子 を接地極に 、第

１補助接地棒 (b )を Ｐ 端子に 、第 ２補助接地棒 (c )を Ｃ

端子に接続する

測定時の留意事項 ：接地抵抗計の切換ス イ ッチは

先ず Ｂに して電池電圧の良否をチェ ッ ク し 、次に Ｖに

切 り 替 え て 接 地 電 圧 (他 か ら の 漏 え い 電 流 に よ る 地

電圧 )の有無を確認する 。 10[Ｖ ]以上あ る時は原因を

除去してから 、Ωに切 り替えて測定する ．

・簡易測定法

Ｐ端子 と C端子 を接続 し て金属製水道管な どの

金属体に接地する 。測定 される接地抵抗値は 、金

属体の接地抵抗値 との和 とな るので 、補助接地極

と し て 使 用 す る 金 属 体 は 、 十 分 に 低 い 接 地 抵 抗

値でなければならない

(2) 低圧の絶縁性能
・低圧電路の絶縁抵抗値

電路の使用電圧の区分 絶縁抵抗値 適用電線路

300[Ｖ ] 対地 150[Ｖ ] 0.1[M ]以上 単 2-100V,単 3-100/200V以下 Ω

以下 電圧 [Ｖ ] 0.2[M ]以上 三相 3線 -200V150 超過 Ω

300[Ｖ ]超過 600[Ｖ ]以下 0.4[M ]以上 三相 4線 -400VΩ

＊絶縁抵抗測定が困難な場合には、漏洩電流を 1mA以下に保つこ と

・低圧電線路の絶縁抵抗

低圧電線路の電線 と大地の間及び電線の線心相互間の絶縁抵抗は 、使用

電圧に対す る漏洩電流が最大供給電流の 1/200 0 (電 線 １ 条当た り )を 超 えない

よ うにしなければならない ．

Ｐ＝
3600×Ｎ

Ｋｔ
 [kW]
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(3 ) 絶縁抵抗の測定
低圧の電路 ・機器には 250Ｖ 又は 500Ｖ 、 高圧には 1000Ｖ 以

上の定格電圧を用いる ．

① メ ガ の Ｌ (線 路 )端 子 と Ｅ (接 地 )端 子 を短絡 し 、 ス イ ッ チ を 入

れて指針０を確認する．

② メ ガの Ｌ端子 と Ｅ端子を開放し 、 ス イ ッ チを入れて指針∞を

確認する ．

③Ｇ (保護 )端子は高圧ケ－ブルの絶縁抵抗を測定する場合 、

表面漏れ電流による測定誤差を防ぐために用いる ．

3. 絶縁耐力試験
(1) 試験電圧 ・時間

試験電圧
対象物 課電部分 試験時間

(最大使用電圧の倍数 )

高圧の電路 電路と大地間 1.5倍の交流電圧

心線相互間 ３倍の直流電圧 連続して
高圧ケ－ブル

心線と大地間 1.5倍の交流電圧 １ ０分間

巻線と他の巻線
高圧用変圧器 1.5倍の交流電圧

及び鉄心 ・外箱間

高圧電動機 巻線と大地間 1.5倍の交流電圧

･交流耐圧試験電圧＝ 6900× 1.5＝ 10350[Ｖ ]

･直流耐圧試験電圧＝ 6900× 1.5× 2＝ 6900× 3＝ 20700[Ｖ ]

(2 ) 試験回路

漏洩電流Ｉｇ＜最大供給電流×
2000

1
∴絶縁抵抗値≧

漏洩電流Ｉｇ

対地電圧Ｅ

★高圧電路の最大使用電圧＝6600×
1.15

1.1
＝6900[Ｖ]

u

Vv

Vv

u

A

V

mA

U

U

105/6300Ｖ
被試験機材へ

単相変圧器2台
電圧調整器

AC 100V
電源

試験電圧
10,350V

4. 絶縁劣化診断

(1) 高圧ケーブルの絶縁劣化診断
高圧ケーブルの絶縁劣化診断には 、絶縁抵抗測定，直流高圧法、誘電正接

(tanδ )測定 、部分放電測定などがある ．

直流高圧法 (直流漏れ電流測定法 )・
直 流高圧発生装置に よ り 、 導体 と 遮へい層の間に直流電圧を印加 し 、 漏れ

電流の時間的変化を測定する 。印加電圧は第 １ ス テ ップを 6[kV]、 第 ２ ス テ ップ

を 10 [kV ]と し て 10分程度印加する ．漏れ電流の測定チャー トか ら判定の目安 と

して 、

① 漏れ電流のチャートでキック現象が見られる

もの (図ｃ )→要注意

② 漏れ電流が時間とと もに増加するもの (図 ｂ )

→要注意

③ 正常なケーブルは、始めにケーブルの静電

容量による充電電流と漏れ電流が流れ、時間と

ともに充電電流が減少し、最終的には小さな漏

れ電流だけが流れる．

(2) 絶縁油の劣化診断
① 外観試験 ：濁 り ， ごみ等がないか点検する ．

② 絶縁耐力試験

区分 絶縁破壊電圧

新 油 30ｋ V以上

使 良好 20ｋV以上

用 要注意 15ｋV以上20ｋV未満

中 不良 15ｋV未満

③ 酸価度試験

・試料油を ，測定管に 5mJ採取する ． 区分 酸価 [mgKOH/g]

・ 抽出液を同じ測定管に 5mJを加え ， 新 油 0.02以下

攪拌する ． 使 良好 0.2以下

・ 注射 ピ ュー レ ツ ト に ， 規定量の中和液を入 用 要注意 0.2超過～ 0.4未満

れ，測定管に1目盛ずつ注入して攪拌する． 中 不良 0.4以上

溶液が赤くなった ときの中和液の注入量が酸価度を表す．

5. 継電器の試験
(1) 過電流継電器 （ Ｏ Ｃ Ｒ ）

・ 試験項目

① 最小動作電流試験

電流を徐々に増加し 、円板が始動し接点を閉じる最小の電流値を測定する ．

（静止型は始動ランプが点灯する最小電流値 ）

② 動作時間特性試験

絶縁油耐電圧試験装置
オイルカップ
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過電流が流れた場合にＯＣ Ｒが動作するまでの時間を測定する ．

③ 瞬時要素動作電流特性試験

整定した瞬時要素の電流を急激に加え動作時間を測定する ．

④ 連動動作時間試験

遮断器を含めた動作時間 （② ，③ ） を測定する ．

・試験に使用する器具

電流計，水抵抗計， サイ クルカウンタ

(2) 地絡継電器 （Ｇ Ｒ ）
・試験項目

① 最小動作電流試験

試験電流を徐々に増加して継電器が動作する電流を測定する ．整定値± 10

％以下であるこ と ．

② 動作時間特性試験

整定電流値の 130％お よび 400％の試験電流を流して動作時間を測定する ．

動作時間は次の範囲内であるこ と ．

130％… 0.1～ 0.3秒 400％… 0.1～ 0.2秒

6. 高圧受電設備の検査，試験

(1) 高圧受電設備の竣工検査 ・定期検査
検査時期

検査項目 検査の内容
竣工 定期

外観検査 電 気 設 備 に 損 傷 、 変 形 、 漏 油 、 腐 食 、 傾 斜 、 異○ ○

臭 、過熱 、変色 、 端子の緩み等がないか ． ま た 、 電

気設備技術基準等に適合す る設備 と な っ て い る か

を目視等によ り確認する ．

接 地 抵 抗 接 地抵抗計 に よ り 測 定 を 行 い 、 電 技 で 規定 さ れ○ ○

測 定 ている接地抵抗が得られているかを確認する．

絶 縁 抵 抗 高圧配線等は 100 0Ｖ メ ガ で測定 し 、 低圧配線等○ ○

測 定 は 500Ｖ メガで測定する ．

絶 縁 耐 力 竣 工検査時 に高圧以上 の電路及び機器 につ い○

試 験 て 電技に規定 されてい る試験 を行い 、 こ れに耐え

るこ とを確認する ．

保 護 装 置 過電流継電器 、地絡継電器等の単体特性試験を○ ○

動作試験 行い、 JISに適合する特性が得られること ．

遮 断 器 遮 断器 の入 り 切 り 操 作 、 保 護 装置 と の 連 動試験○ ○

関係試験 を実施する ．

絶縁油 絶縁油の変色状況を確認す る ． 必要に応 じ絶縁○

試 験 破壊電圧試験、全酸価試験を行う ．

(2) 定期点検時の計測器，安全用具
接地抵抗測定 ：接地抵抗計 絶縁抵抗測定 ：絶縁抵抗計・

保護装置動作試験 ，遮断器関係試験 ：継電器試験器 ，電流計 ，水抵抗器 ，・

サ イ クルカウンタ ，可変抵抗器

・ 絶縁油試験 ：絶縁油絶縁耐力試験器

・ 安全用具 ：高圧検電器，短絡接地器具

(3) 高圧受電設備におけるシーケンス試験
① 保護継電器が動作したと きに遮断器が確実に動作するこ とを試験する ．

② 警報及び表示装置が正常に動作するこ とを試験する ．

③ イ ン タ ロ ッ クや遠隔操作の回路があ る場合は 、回路の構成及び動作状況を

試験する ．

(4) 短絡接地器具の取り扱い
・絶縁用保護具 （高圧ゴム手袋等 ） を着用する ．

・停電作業後，検電器で電路の無電圧を確認する ．

・ 短絡接地器具の取付けは ，接地側金具を先に接続してから

電路側金具を接続する ．

・短絡接地器具の取外しは電路側金具から行 う ．

・作業責任者の監視のも とで行 う ．


